
委 託 契 約 書  （ 案 ）  

 

愛 媛県 (以下 「甲」 という。 )と        （ 以 下 「 乙 」 と い う。）

とは、令 和６年 度愛 媛県地域 協働ネ ッ トワーク 構築 推 進 事 業 委 託 業 務  (以

下「委 託 業務」 と いう。 )につ いて、 次のとお り契 約 を 締 結 す る 。  

 

（委託事 業の内 容 ）  

第１条  甲は、委 託業務を 別添「 令 和６ 年度 愛媛 県 地 域 協 働 ネ ッ ト ワ ー ク

構 築推進 事業委 託 業務仕様 書」に よ り 乙 に委 託 し 、乙 は こ れ を 受 託 する 。 

 

（委託料 ）  

第２条  甲は 、乙 に対し 、委 託 料 と し て、金      円（ う ち 消 費 税 及

び 地方消 費税の 額     円 ）を 支 払 う。ただ し 、第 10条 第 １ 項 の 規定

に 基づく 実績報 告 書（様式 第３号）の 収支決算 書 の 支 出 合 計 額 が こ の額

を 下回る 場合は 、 収支決算 の支 出 合 計額 を支 払 う 。  

 

（委託の 期間）  

第３条  乙は 、この 契約締結 の日か ら 令和７年 ３ 月 14日 ま で の 間 に 委 託 業

務 を行う ものと す る。  

 

（契約保 証金）  

第４条  契約 保証 金は、       。  

    

（権利義 務の譲 渡 等の禁止 ）  

第５条  乙 は 、 こ の 契 約 に よ っ て 生 ず る 権 利 又 は 義 務 を 第 三 者 に 譲 渡 し 、

貸 し付け 、又は 担 保に供し ては な ら ない 。た だ し 、 あ ら か じ め 甲 の書  

面 による 承諾を 得 た場合は 、こ の 限 りで ない 。  

 

（再委託 等の禁 止 ）  

第６条  乙は、委 託業務の 全部 又 は 一部 を第 三者 に 委 託 し 、又 は 請 け 負 わ

せてはな らない。た だし、あ ら か じめ 甲 の 書面 に よ る 承 諾 を 得 た 場 合は 、

この限り でない 。  

２  前項 ただし 書 きの場合 におい て は、乙は 、再 委 託 先 に 本 契 約 に お け る

一切の義 務を遵 守 させると ともに 、甲 に対 する 責 任 を 共 有 さ せ な け れば



ならない 。  

 

（業務 計 画書の 提 出）  

第７条  乙は 、契 約締結後 速やか に 業務計画 書（ 様 式 第 １ 号 ）を 甲 に 提 出

し、承認 を受け る ものとす る。  

 

（業 務計 画の変 更 ）  

第８条  乙は 、業 務計画書 の 内容 を 変 更し よ う と す る と き は 、 事 前 に 業 務

変 更計画 書 (様式第 ２号 )を提 出 し 、甲 の承 認を 受 け な け れ ば な ら ない。  

た だし、 業務計 画 書の収支 予算 の 支 出の 部区 分 の 欄 に 掲 げ る 経 費 20%以

内 の流用 及び消 費 税及び地 方消 費 税 の額 に係 る 変 更 に つ い て は 、こ の限

り ではな い。  

 

（調査等 ）  

第９条  甲は 、必 要と認め る とき は 、 乙に 対 し て 委 託 業 務 の 処 理 状 況 に つ

い て調査 し、指 示 を行い、 又は 報 告 を求 める こ と が で き る 。  

 

（実績 報 告及び 完 了検査）  

第 10条  乙は、委 託業務を 完了し た ときは、遅 滞 な く 甲 に 対 し て 実 績 報 告

書（様式 第３号 ） を提出し なけれ ば ならない 。  

２  甲は 、前項 の 実績報告 書を受 理 したとき は、そ の 日 か ら 起 算 し て 10日

以 内に、 委託業 務 の完了に つい て 検 査を 行う も の と す る 。  

 

（委託料 の支払 ）  

第 11条  前条第２ 項の検査 終了後、乙 は、委託 料の 支 払 を 委 託 料 精 算 払 請

求書 (様式第 ４号 )により、請 求す る も のと し、甲 は 、請 求 書 を 受 理 した

日から起 算して 30日以内に 、委 託 料 を支 払う も の と す る 。  

 

（前金払 ）  

第 12条  前条の規 定にかか わらず 、甲は、必要と 認 め る と き は 、委 託 料 の

全部又は 一部を 前 金払する ことが あ る。  

２  乙は 、前 金払 を受けよ う とす る と きは 、委託 料 前 金 払 請 求 書（ 様 式 第

５号）に より、 請 求するも のとす る 。  

 



（契約 の 解除）  

第 13条  甲は、乙 がこの契 約に定 め る義務を 履行 し な い 場 合 に お い て 、相

当 の期間 を定め て その履行 の催 促 を し、その期 間 内 に 履 行 が な い と きは 、

こ の契約 を解除 す ることが でき る 。  

２  前項 の規定 に より契約 を解除 し たときは 、甲 は 、委 託 料 の 全 部 若 し く

は一部を 支払わ ず、又は既に 支払っ た 委託料の 全 部 若 し く は 一 部 の 返還

を乙に請 求する こ とができ る。  

 

（損害の ために 必 要を生じ た経 費 の 負担 ）  

第 14条  委託業務 の処理に 関し発 生 した損害（ 第三 者 に 及 ぼ し た 損 害 を 含

む。）の ために 必要 を生じた 経費 は 、乙 が負担す る も の と す る 。た だ し、

その損害 が甲の 責 めに帰す る理由 に よるもの で あ る と き は 、そ の 損 害 の

ために必 要を生 じ た経費は 甲が負 担 するもの と し 、そ の 額 は 甲 乙 協 議し

て定める 。  

 

（関係書 類の整 備 及び保管 ）  

第 15条  乙は、委託 業務に係 る経 費 を 他の 経費 と区 別 し て 経 理 す る と と も

に、その 支出を 明 確にし、 他に流 用 してはな ら な い 。  

２  乙は 、委託 業 務 の関係書 類を 委 託 業務 完了 の 年 度 の 翌 年 度 か ら 起 算 し

て、５年 間保管 し なければ ならな い 。  

 

（秘密の 保持）  

第 16条  乙 は 、 委 託 業 務 の 処 理 上 知 り 得 た 秘 密 を 他 に 漏 ら し て は な ら な い 。 

２  前項 の規定 は 、この契 約の満 了 又は解除 後 も 効 力 を 有 す る 。  

 

（著作 権 の帰属 ）  

第 17条  委託業務 の実施に よる成 果 物等が著 作権 法 （ 昭 和 45年 法 律 第 48

号 ）第２ 条第１ 項 第１号に 規 定す る 著 作物 に 該 当 す る 場 合 に は 、同 法 第

21条から 第 28条ま でに規定 する著 作 者の権利（ 以 下「 著 作 権 」と い う。）

は 、甲に 帰属す る ものとす る。  

２  前項 の著作 権 について 第三者 か ら異議の 申 出 等 が あ っ た と き は 、乙の

責 任にお いて解 決 するもの とす る 。  

 

 



（個人 情 報の保 護 ）  

第 18条  乙は、こ の 契約によ る 業務 を 処 理す る た め の 個 人 情 報 の 取 扱 い に

つ い て は 、 別 記 「 個 人 情 報 取 扱 特 記 事 項 」 を 遵 守 し な け れ ば な ら な い 。 

 

（ 契約外 の事項 ）  

第 19条  この契約 書 に定めの ない 事 項 につ いて は、 愛 媛 県 会 計 規 則 （ 昭 和

45年愛媛 県規則 第 18号）に よるも のと し、同規則 に 定 め の な い 事 項 又は

この契約 の条項 に ついて疑 義が生 じ た場合に は 、必 要 に 応 じ て 甲 乙 協議

してこれ を定め る ものとす る。  

 

 

こ の契約 の成立 を 証するた め、本 書 ２通を作 成 し 、双 方 記 名 押 印 の う え

各１通 を 所持す る ものとす る 。  

 

 

令 和  年  月  日   

 

松山 市一 番町 四 丁 目 ４ 番 地 ２  

甲   愛 媛 県  

知事  中 村  時 広  

 

 

 

乙    

              

 



個人情報取扱特記事項  

 

 （ 基 本 的 事 項 ）  

第 １  乙 は 、 個 人 情 報 保 護 の 重 要 性 を 認 識 し 、 こ の 契 約 に よ る 業 務 の 実 施 に

当 た っ て は 、 個 人 の 権 利 利 益 を 侵 害 す る こ と の な い よ う 、 個 人 情 報 の 適 切

な 管 理 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。  

 

 （ 秘 密 の 保 持 ）  

第 ２  乙 は 、 こ の 契 約 に よ る 業 務 に 関 し て 知 り 得 た 個 人 情 報 を み だ り に 第 三

者 に 漏 ら し て は な ら な い 。 こ の 契 約 が 終 了 し 、 又 は 解 除 さ れ た 後 に お い て

も 、 同 様 と す る 。  

２  乙 は 、 こ の 契 約 に よ る 業 務 に 関 わ る 責 任 者 及 び 従 事 者 に 対 し て 、 在 職 中

及 び 退 職 後 に お い て 、 こ の 契 約 に よ る 業 務 に 関 し て 知 り 得 た 個 人 情 報 の 内

容 を み だ り に 他 人 に 知 ら せ 、 又 は 不 当 な 目 的 に 利 用 し て は な ら な い こ と 、

こ れ に 違 反 し た 場 合 は 、 個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る 法 律 （ 平 成 15年 法 律 第 57

号 ） の 規 定 に 基 づ き 処 罰 さ れ る 場 合 が あ る こ と そ の 他 個 人 情 報 の 適 切 な 管

理 に 必 要 な 事 項 に 関 す る 研 修 を し な け れ ば な ら な い 。  

 

 （ 保 有 の 制 限 ）  

第 ３  乙 は 、 こ の 契 約 に よ る 業 務 を 行 う た め に 保 有 す る 個 人 情 報 は 、 業 務 を

達 成 す る た め に 必 要 な 最 小 限 の も の に し な け れ ば な ら な い 。  

 

 （ 安 全 管 理 措 置 ）  

第 ４  乙 は 、 こ の 契 約 に よ る 業 務 に 関 し て 知 り 得 た 個 人 情 報 の 漏 え い 、 滅 失

又 は 毀 損（ 以 下「 漏 え い 等 」と い う 。）の 防 止 そ の 他 の 個 人 情 報 の 適 切 な 管

理 の た め に 必 要 な 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。  

２  乙 は 、 こ の 契 約 に よ る 業 務 の 責 任 者 及 び 従 事 者 を 定 め 、 書 面 に よ り 甲 に

報 告 し な け れ ば な ら な い 。  

３  乙 は 、 責 任 者 及 び 従 事 者 を 変 更 す る 場 合 は 、 事 前 に 書 面 に よ り 甲 に 報 告

し な け れ ば な ら な い 。  

４  乙 は 、 従 事 者 の 管 理 体 制 及 び 実 施 体 制 並 び に こ の 契 約 に よ る 業 務 で 取 り

扱 う 個 人 情 報 の 管 理 の 状 況 に つ い て の 検 査 に 関 す る 事 項 に つ い て 書 面 に よ

り 甲 に 報 告 し な け れ ば な ら な い 。  

 

 （ 利 用 及 び 提 供 の 制 限 ）  

第 ５  乙 は 、 甲 の 指 示 又 は 承 認 が あ る と き を 除 き 、 こ の 契 約 に よ る 業 務 に 関

し て 知 り 得 た 個 人 情 報 の 内 容 を 契 約 の 目 的 以 外 の 目 的 に 利 用 し 、 又 は 提 供

し て は な ら な い 。  

 

 （ 複 写 、 複 製 の 禁 止 ）  

第 ６  乙 は 、 こ の 契 約 に よ る 業 務 を 処 理 す る た め に 甲 か ら 提 供 さ れ た 個 人 情

報 が 記 録 さ れ た 資 料 等 を 、 甲 の 承 諾 な し に 複 写 し 、 又 は 複 製 し て は な ら な

い 。  

 

 （ 再 委 託 の 禁 止 等 ）  

第 ７  乙 は 、 こ の 契 約 に よ る 個 人 情 報 を 取 り 扱 う 業 務 を 第 三 者 に 委 託 （ 以 下



「 再 委 託 」 と い う 。） し て は な ら な い 。  

２  乙 は 、 こ の 契 約 に よ る 業 務 の 一 部 を や む を 得 ず 再 委 託 す る 必 要 が あ る 場

合 は 、 再 委 託 先 の 名 称 、 再 委 託 す る 理 由 、 再 委 託 し て 処 理 す る 内 容 、 再 委

託 先 に お い て 取 り 扱 う 個 人 情 報 の 内 容 、 再 委 託 先 に お け る 安 全 性 及 び 信 頼

性 を 確 保 す る 対 策 並 び に 再 委 託 先 に 対 す る 管 理 及 び 監 督 の 方 法 を 明 確 に し

た 上 で 、 業 務 の 着 手 前 に 、 書 面 に よ り 再 委 託 す る 旨 を 甲 に 申 請 し 、 そ の 承

諾 を 得 な け れ ば な ら な い 。  

３  前 項 の 場 合 、 乙 は 、 再 委 託 先 に 本 契 約 に 基 づ く 一 切 の 義 務 を 遵 守 さ せ る

と と も に 、 甲 に 対 し て 、 再 委 託 先 の 全 て の 行 為 及 び そ の 結 果 に つ い て 責 任

を 負 う も の と す る 。  

４  乙 は 、 再 委 託 先 に 対 し て 、 再 委 託 し た 業 務 の 履 行 状 況 を 管 理 及 び 監 督 す

る と と も に 、 甲 の 求 め に 応 じ て 、 そ の 管 理 及 び 監 督 の 状 況 を 適 宜 報 告 し な

け れ ば な ら な い 。  

５  前 各 項 の 規 定 は 、 再 委 託 先 が 委 託 先 の 子 会 社 （ 会 社 法 （ 平 成 17年 法 律 第

86号 ）第 ２ 条 第 １ 項 第 ３ 号 に 規 定 す る 子 会 社 を い う 。）で あ る 場 合 も 、同 様

と す る 。  

 

 （ 派 遣 労 働 者 利 用 時 の 措 置 ）  

第 ８  乙 は 、 こ の 契 約 に よ る 業 務 を 派 遣 労 働 者 に 行 わ せ る 場 合 は 、 派 遣 労 働

者 に 対 し て 、 本 契 約 に 基 づ く 一 切 の 義 務 を 遵 守 さ せ な け れ ば な ら な い 。  

２  乙 は 、 甲 に 対 し て 、 派 遣 労 働 者 の 全 て の 行 為 及 び そ の 結 果 に つ い て 責 任

を 負 う も の と す る 。  

 

 （ 資 料 等 の 返 還 等 ）  

第 ９  乙 は 、 こ の 契 約 に よ る 業 務 を 処 理 す る た め 甲 か ら 提 供 を 受 け た 個 人 情

報 が 記 録 さ れ た 資 料 等 は 、 業 務 完 了 後 直 ち に 甲 に 返 還 す る も の と す る 。 た

だ し 、 甲 が 別 に 指 示 し た と き は 、 そ の 指 示 に 従 う も の と す る 。  

２  乙 は 、 こ の 契 約 に よ る 業 務 を 処 理 す る た め 乙 自 ら が 取 得 し 、 又 は 作 成 し

た 個 人 情 報 が 記 録 さ れ た 資 料 等 は 、 業 務 完 了 後 速 や か に 、 か つ 確 実 に 廃 棄

又 は 消 去 す る も の と す る 。 た だ し 、 甲 が 別 に 指 示 し た と き は 、 そ の 指 示 に

従 う も の と す る 。  

 

 （ 個 人 情 報 の 運 搬 ）  

第 10 乙 は 、 こ の 契 約 に よ る 業 務 を 処 理 す る た め 、 又 は 業 務 完 了 後 に お い て

個 人 情 報 が 記 録 さ れ た 資 料 等 を 運 搬 す る と き は 、 個 人 情 報 の 漏 え い 等 を 防

止 す る た め 、 乙 の 責 任 に お い て 、 確 実 な 方 法 に よ り 運 搬 し な け れ ば な ら な

い 。  

 

（ 実 地 検 査 ）  

第 11 甲 は 、乙 が こ の 契 約 に よ る 業 務 に 関 し て 取 り 扱 う 個 人 情 報 の 管 理 体 制 、

実 施 体 制 及 び 管 理 の 状 況 等 に つ い て 、 随 時 実 地 に 検 査 す る こ と が で き る 。  

 

（ 指 示 及 び 報 告 等 ）  

第 12 甲 は 、 乙 が こ の 契 約 に よ る 業 務 に 関 し て 取 り 扱 う 個 人 情 報 の 適 切 な 管

理 を 確 保 す る た め 、 乙 に 対 し て 必 要 な 指 示 を 行 い 、 又 は 必 要 な 事 項 の 報 告

若 し く は 資 料 の 提 出 を 求 め る こ と が で き る 。  



 

 （ 事 故 時 の 対 応 ）  

第 13 乙 は 、 こ の 契 約 に よ る 業 務 に 関 し 個 人 情 報 の 漏 え い 等 の 事 態 が 生 じ 、

又 は 生 じ た お そ れ が あ る こ と を 知 っ た と き は 、 そ の 事 態 の 発 生 に 係 る 帰 責

の 有 無 に 関 わ ら ず 、直 ち に 甲 に 対 し て 、当 該 事 態 に 関 わ る 個 人 情 報 の 内 容 、

件 数 、 原 因 、 発 生 場 所 及 び 発 生 状 況 を 書 面 に よ り 報 告 し 、 甲 の 指 示 に 従 わ

な け れ ば な ら な い 。  

 

（ 損 害 賠 償 ）  

第 14 乙 は 、 そ の 責 め に 帰 す べ き 事 由 に よ り 、 こ の 契 約 に よ る 業 務 の 処 理 に

関 し 、 個 人 情 報 の 取 扱 い に よ り 甲 又 は 第 三 者 に 損 害 を 与 え た と き は 、 そ の

損 害 を 賠 償 し な け れ ば な ら な い 。 再 委 託 先 又 は 派 遣 労 働 者 の 責 め に 帰 す る

事 由 に よ り 甲 又 は 第 三 者 に 損 害 を 与 え た と き も 同 様 と す る 。  

 

（ 契 約 の 解 除 ）  

第 15 甲 は 、乙 が こ の 個 人 情 報 取 扱 特 記 事 項 に 違 反 し て い る と 認 め た と き は 、

こ の 契 約 の 全 部 又 は 一 部 を 解 除 す る こ と が で き る 。  

 



様式第 １号 （第７ 条関係）  

 

                              令 和  年  月  日  

 

愛 媛県知 事      様  

 

住所  

法人 名  

代表 者職 氏名         印  

 

令和 ６年 度愛媛 県 地域協働 ネット ワ ーク構築 推 進 事 業 委 託 業 務 計 画書  

 

令 和  年  月  日 付けで契 約を締 結 した標記 事 業 に つ い て 、委 託 契 約書

第７条 の 規定に 基 づき、業 務 計画 を 下 記の と おり 提 出 し ま す 。  

 

記  

１  業務 の内容  

 

２  業務 の実施 予 定期間  

 

３  業務 の実施 場 所  

 

４  収支 予算書 （ 別紙様式 １）  

 

５  個人 情報取 扱 特記事項 第４に 係 る安全管 理 措 置  

 

６  その 他  

 

 

 

 

 

 

 



別紙様式１  

収 支 予 算 書  

 

１  収入の部  

(単位：円 ) 

区 分  予 算 額  備 考  

愛媛県委託料    

   

合 計    

 

２  支出の部  

(単位：円 ) 

区 分  予 算 額  備 考  

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

小 計    

消費税及び地方消費税の額   

合 計    

（ 注 ） 委 託 先 が 免 税 業 者 の 場 合 は 、 支 出 の 部 区 分 欄 の 「 消 費 税 及 び 地 方 消 費 税  

の 額 」 を 「 消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 の 影 響 額 」 と す る 。  



様式第 ２号 （第８ 条関係）  

 

                     令 和  年  月  日  

 

愛 媛県知 事      様  

 

住所  

法人名  

代表者職 氏 名        印  

 

 

令和６年 度愛媛 県 地域協働 ネット ワ ーク 構 築 推 進 事 業  

委 託業 務 変 更計 画 書  

 

令 和  年  月  日 付け   第   号 で承認の あ っ た 令 和 ６ 年 度 愛 媛県

地域協 働 ネット ワ ーク構築 推 進事 業 委 託業 務 計画 書 を 下 記 の と お り 変 更

したい の で 、 委 託 契 約 書 第 ８ 条 の 規 定 に 基 づ き 、 そ の 承 認 を 申 請 し ま す 。 

 

記  

１  変更 の理由  

２  業務 の内容  

３  業務 の実施 予 定期間  

４  業務 の実施 場 所  

５  収支 予算書 （ 別紙様式 ２）  

６  個人 情報取 扱 特記事項 第４に 係 る安全管 理 措 置  

７  その 他  

(注 )変更のない 事 項につい ては、 省 略するこ と が で き る 。  

 

 

 

 

 



別紙様式２  

 

収  支  変  更  予  算  書  

 

１  収入の部  

(単位：円 ) 

区   分  
予   算   額  

備   考  
変更前  変更後  増減額  

愛媛県委託料      

     

合   計      

 

２  支出の部  

(単位：円 ) 

区   分  
予   算   額  

備   考  
変更前  変更後  増減額  

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

小   計      
消 費 税 及 び 地 方 消 費 税

の 額  
    

合   計      
（ 注 ） 委 託 先 が 免 税 業 者 の 場 合 は 、 支 出 の 部 区 分 欄 の 「 消 費 税 及 び 地 方 消 費 税  

の 額 」 を 「 消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 の 影 響 額 」 と す る 。  



様式第 ３号 （第 10条関係）  

 

令 和  年  月  日  

 

愛 媛県知 事      様  

 

住所  

法人名  

代表者職 氏 名        印  

 

 

令和６年 度愛媛 県 地域協働 ネット ワ ーク構築 推 進 事 業 委 託 業 務  

実績 報告 書  

 

令 和  年  月  日 付けで契 約を締 結 した標記 事 業 に つ い て 、委 託 契 約書

第 10条第１項の 規 定に基づ き、実 績 報告を下 記 の と お り 提 出 し ま す 。  

 

記  

 

１  業務 の内容  

 

２  業務 の実施 期 間  

 

３  業務 の実施 場 所  

 

４  業務 の結果 （ 効果）  

 

５  収支 決算書 （ 別紙様式 ３）  

 

６  その 他



別 紙 様 式 ３  

収 支 決 算 書  

 

１  収 入 の 部  

(単 位 ： 円 ) 

区 分  予 算 額  決 算 額  差 引  備 考  

愛 媛 県 委 託 料      

     

合 計      

 

 

２  支 出 の 部  

(単 位 ： 円 ) 

区 分  予 算 額  決 算 額  差 引  備 考  

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

小 計      

消 費 税 及 び 地 方 消 費 税

の 額  
    

合 計      

（ 注 ） 委 託 先 が 免 税 業 者 の 場 合 は 、 「 消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 の 額 」 は そ  

れ ぞ れ の 区 分 に 含 め る 。  

 

 



様式第 ４号 （第 11条関係）  

 

令和６年 度愛媛 県 地域協働 ネット ワ ーク構築 推 進 事 業 委 託 業 務  

委 託料 精 算 払請 求 書  

 

令 和  年  月  日  

 

愛 媛県知 事      様  

 

住 所  

法 人名  

代 表者 職 氏 名       印  

 

 

令 和  年  月  日 付 け で 契 約 を 締 結 し た 標 記 事 業 に 係 る 委 託 料 に つ い て 、

委託契 約 書第 11条 の規定に より、 下 記のとお り 請 求 し ま す 。  

 

記  

 

一金        円也  

 

内訳   委託料       金           円 也  

 

前金払受 領済額   金           円 也  

 

今回請求 額     金           円 也  

 

 



様式第 ５号 （第 12条関係）  

 

令和６年 度愛媛 県 地域協働 ネット ワ ーク構築 推 進 事 業 委 託 業 務  

委 託料 前 金 払請 求 書  

 

令 和  年  月  日  

 

愛 媛県知 事      様  

 

住 所  

法 人名  

代 表者 職 氏 名       印  

 

令 和  年  月  日 付けで契 約を締 結 した標記 事 業 に 係 る 委 託 料 に つい

て、委 託 契約書 第 12条第２項の 規定に より、下 記 の と お り 請 求 し ま す。  

 

記  

一 金        円也  

 

内訳   委託料      金          円 也  

 

前金払受 領済額      金          円 也  

 

今回請求 額        金          円 也  

 

残額           金          円 也  

 

（注） 前 金払を 必 要とする 理 由書 を 添 付す る こと 。  

 


